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2，3の小児発疹性疾患と気象との関連
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         緒  言

 人間の生活の条件を左右する多くの要素の中

で，気候や気象に関係のあるものは古くから知ら

れている．疾病と気象の関係についても私共の生

活の中に種々な諺や言葉となって伝わって来てい

る．私共は以前に発表したように，疾病の発病に

気象的の因子が関連をもつのではないかと考え，

疾病の発病日の気象条件を綿密に調べて行く方法

で，従来気象病といわれるものの中の幾つかを選

び出して調査したのである．喘息発作の発来日1）

2）3）4），いわゆる仮性小児コレラ5），腸重積症6）7），

腺窩性扁桃炎6）7）8），虫垂炎6）7），蒜麻疹9），リウマ

チ熱to）などの発病日，ベーシエツト症候群の眼症

状の発来日1D等の気象との関連性は既に報告し

た，今までの気象医学で取り上げられた前線通過

のみでなく，もっといろいろな型が発病に関係す

るらしく，疾病によって高気圧性，低気圧性の気

圧配置の日に発病し易いらしいことを知ったので

ある．これらの疾患については，日本各地の他に

台湾基隆市の症例についても2年間その験証を試

み6）7），同様な関係を見出したのである．更に疾

病によっては月令との関係もあるらしく7），昔か

らいわれる潮の干満と人間生活を病気の発病から

考えても興味深い．

 今回は日本各地の気象医学に興味と関心を持つ

臨床医の協力を得て，2，3発疹性疾患について調

査を行なったので，その気象的観察を主として報

告する．

      対象ならびに調査方法

 対象＝調査した疾患は麻疹，狸紅熱，水痘，突発性

発疹症の4疾患である．

 調査期間は，昭和38年10月から昭和39年9月までの1
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第 1 表

。碍

         第1図 調査地

年間である．

 調査地は，北海道旭川市，福島県郡山市，栃木県宇都

宮市，東京都は銀座，中野，小平市の3地区，京都市，

大阪市，兵庫県豊岡市，九州鹿児島市の8都道府県の8

診療所，2病院である．

 調査した人数は男867人，女863人，計1，730人であ

った．

 調査方法＝上記4疾患の患者個々について，第1表の

ような個人票に記入しておき，それぞれ疾患別，月別，

地域別にまとめて1年分を集計したのである．この個人

票からは発病日，発疹日はもとより，発病状況および症

状，感染源と思われる者および場所，家族の状況，居住

地周囲の環境，γ一グロブリン注射の有無等をうかがい知

ることができる．

病名
個人カード

氏名       男   初診   月 B
@         女   診断耀定 月 日
@ 葺  月 日生（才月）

住所

f療所よりの大体の距離

感染したと思われる日時場所

Z弟姉妹
ﾛ育園 幼稚園 学校で
K湯 デノf一卜 店舗で

謨ｨの中 他宅を訪闇して

e類 いとこ

家族歴

既往歴  ポーグロブリン    肩  日    C・C・

現症および経過 発熱   月 日
］ナ1ック 月 巳

発疹   月 日

備考m

一
東京q子医科大学小児科教室

         調査結果

 性別：総数1，730人，男867人，女863人用，

疾患別に見ても男女の差はなかった（第2表）．

 疾患別＝麻疹工，036人，水痘3Q9人，突発性発．

疹症314人，狸紅熱71人である．これらの疾患の

        第2表 性  別

＼疾患別

幽＼髄熱

男135
引

合 計

36

71

麻疹

518

518

1036

水痘

150

159

309

突発性
発疹症 合計

193 i 867

ff，i Ibe，3

314 i 1730

第3表 疾  患  別

  地域別
      狸 紅 熱
疾患別

麻 疹

旭 川

郡 山

宇都宮

東 京

京 都

大 阪

豊 岡

鹿児島

合 計

35 7．7901 280
3

16

6

7

O．9

23．5

1．4

3．6

200

41

260

82

61．5％

4 57．1

71 4．1

58．6

60．3

58．6

41．6

23 i 46．9

149 1 88．2

1

1036

14．3

59．9

水 痘

1｝1tLl一一！tL：一g2e・60／o

89

6

65

38

18

1ユ

2

309

26．1

8．8

14．6

19．3

36．8

6．5

28．6

17．9

突発性発疹症 合  計

60 i 13．2％ 455

49

5

113

70

8

9

314

14．4

7．4

25．4

35．5

16．3

5．3

18．1

341

68

444

197

49

169

7

1730
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発生頻度について各地品別に見ると，豊岡市は麻

疹が88％を占めて多いが，他地区は43～50％で，

他疾患の数も大体似たようなものであった．突発

性発疹症は東京，京都に多かった（第3表）．

 年令：2ヵ月からユ3才までで第4表の通りであ

る．突発性発疹症ex・2ヵ月から1年4ヵ月まであ

り，1年未満の乳児が大部分であった．麻疹は

4カ月から13才で，1年から2年の者が最も多く

289人，2，3，4年置140人余，0才と5才は110

人余で，6才以上はずっと少なくなっている．就

学前に大多数の者ぷ麻疹を経過している．水痘も

同様に6才以下の罹患数が大きい．狸紅熱は4，5，

6才に多く，すべて各疾患の好発年令に一致して

いる．

 感染源：感染源と思われるものについて年令別

に調べて見ると表のようになる．突発性発疹症は

第4表年令別

疾患別

年令別

狸紅熱
麻  疹

水  痘

0才

112

32

突発性発疹症1276

 合  計1420

1

289

48

38

375

2

5

144

41

3

7

141

34

i90 1 182

4

’ 10

142

45

5

1騨

6 7

91i 5
114 1’ ooi 1’ 20

57

1g・7 1 lgo・

27

g’6

13

38

8 1 9

4

5

7

5

5

3

16 1 13

！0

3

3

1

7

11

1

1

2

12

1

ユ

13

2

1

合詞

罧

工036

309・

314

3 i1730

第5表 水 痘

   年令別

感染場所別
療所外来

 兄 姉

 弟 妹
親類他家

0才

14

1

16

近   所

保鯛幼稚園1

む5
Ll－a
 Ii

学 校

不 明

合 計

14

32

24

48

2

2

13

3

3

2

18

3

14

1

1

6

12

41 L sc

4

4

3

2

22

14

45

5 i 6

4

3

ユ

15

57

工

1

2

1

工4

工

’7

27

7

1

3

2

1

3

3

13

8

5

9

71
2

1

Ti］

10

1

1

11

1

1

計

4

66

11

17

10

79

11

111

309

第6表 狸紅熱
＼＼ 年令別
  s．×
感染場所易ポ＼

診療所外来

同

胞

兄 姉

弟 妹

親類他家
近 所

保育園幼稚園

学 校

不 明

合 計

0才

o

1

o

2

o

3

1

1

4

2

3

1

6

5

1

1

5

2

9

6

1

2

3

7

1

3

8

1

1

2

4 1 4

9

1’

3

1

5

10 11

1

1 o

12

1

ユ

13

1

1

2

計

。

4

o

5

1

9

9

8

36

（狸紅熱の感染場所は旭川の35例をのぞく）
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第7表 麻 疹

．＼．一．年令別
   ＼一   〇才
感染場所別＼＼1

診療所外来

罵i霧
親類（他家〉

近 所

保育園幼稚園

学 校

不 明

合 計

25

18

6

8

55

112

1

70

46

1

17

36

4

115

289

2

16

27

2

9

12

14

63
（1）

3

10

12

9

12

15

34

49

143 1 141

4

8

5

15

10

16

52

36

142

5

7

2

9

3

5

62

26

114

6

1

3

6

2

1

22

10

15

60

7

1・

6

2

ユ

6

4

8 9

1

1

4 1 1

1

f，1一

，2

5

ユ0

1

2

3

11

o

12

o

13 計

137

115

49

6工

1 96

188

23

366

1 1 1036

注：（ ）は麻疹ワクチン接種により発病

1不明297人で，17人は近所，親類などとなってい

るので表を省いた．水痘は0～3才に兄姉より，

4，5，6才に保育園，幼稚園よりの感染が多くなっ

ている．狸紅熱は同胞よりの感染は少なく，殆ど

が保育園，幼稚園，学校，近隣等から感染してい

る．麻疹について見ると，感染源の不明のものも

．多いが，0～2才は兄姉，近隣，親類等が多く，

2～6才は主として保育園，幼稚園，近隣，弟妹

より，7才8才は学校で感染している．麻疹では

各診療所の外来に通院していてそこで感染を受け

たものが多く，137人もあったのは注意しなけれ

ばならないことである．

 月別：各疾患の月別発病数は第8表のようであ

第8表 月別発病数’

る．各疾患の発病日を取りたいと思ったが，個人

票を検討した結果，麻疹，突発性発疹症は発疹

日，水痘，狸紅熱は発熱と発疹が同日のものばか

りであったのでその日をとった．麻疹は6月，狸

紅熱は12月，水痘は11月，突発性発疹症VXII月が

最も多い．

 季節別：季節別にまとめると第9，10，11，12表

のようになる．各地方を北海道，東北，東京，近

畿，九州の5にして見た．鹿児島は大病院で第一

線的な発疹性疾患の取り扱い数が少なかった．狸

，駅 狸紅熱

1月   7

2 8

3 9

4

5

6

7

8

9

10

1ユ

12

合計

1

3

2

8

2

6

8

6・

11

71

麻 疹 水 痘

81 29

ユ50

149

113

137

186

92

45

8

8

18

49

ユ036

35

19

18

16

35

37

23

3

18

40

36

309

突発性
発疹症

合計

ユ8  135
ユ6

20

30

22

16

25

28

30

39

48

209

197

162

178

’239

162

98

47

73 i

112

22 i 118

314一’］lit i7－30一

第9表 狸 紅 熱

  季節別
     春
地域別  1

北海道

夏

東 北

東 京

ユ0   7

1

近 畿

九 州 2

3

2

秋冬 ｯ
9

5

3

9

合 計 13

10

35

19

31
ILI一一．一ll

 ）2
r，  IT，  ［nt

6

7

4

71

第10表 麻  疹

  季節別

地域別
北海道

東 北

東 京

近 畿

九 州

合 計

春

9

11

8

25

53

夏

41

23

18

13

95

秋

16

29

11

5

61 ．

冬  計

14 1 80

32 1 95

28 1 65

24 1 67

2 1 2
．ユ・。・13・91
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第11表 麻  疹 第12表 突発性発疹症

  季節別

地域別
北海道

東 北

東 京

近 畿

九 蹴

合 計

春

55

123

146

75

夏  秋

167

48

82

25

gs，gg i－gi，

27

3

2

2

34

冬

31

67

一阪「

152

280

計

280

241

260

254

1036

  季節別

地域別
北海道

東 北

東 京

近 畿

九 州

合 計

春障
10 1 11

11 1 11

30

21

22

25

72 1 69

秋

2e

29

41

27

冬

19

3

20

14

117 i 56

計

60

54

113

87

314

第13表 麻疹患者中γグロブリン注射を受けたもの

1・才い1・1・1・1・1・ ・1・1… 1・・1・2・31合計

旭川110
郡 山   3

宇都宮

東 京

京 都

大 阪

1

12

4

21

2

45

14

2

6

1

6

32

8

5

4

2

28

2

3

7

豊 岡

合 計

7

21

6

1

（全然使用せず）

30 i 84 i 53 1 44 1 42

ユ1

1

9

15

2

3

8

3

2

1

1

4

1

1iT， lr， jT

1

1

1

1

64

11

35

161

39

316

紅熱は従来いわれているように秋，冬に，突発性

発疹症は秋に多い，水痘は各地方別には判然と

した季節変動は見られないようであるが，全体的

には夏と冬に多く，月別に見ると9月が最も少な

い．麻疹は北海道は夏，東北，東京は春，近畿は

冬に多く発病している．丁度南から北へと少しず

れて発病の極大があらわれている，近年，麻疹の

予防に関して研究が進められ，成果もあがって来

るようであるが，昭和38年～39年には予防として

はツ・グロブリンが用いられていた．京都市に1

例麻疹予防接種により発病しているものがあった

のみである．このt）t’グロブリンの使用によって

麻疹本来の流行期よりも多少時間的にずれて発病

するかも知れないと思ったので，ワーグPtブリソの

使用について調べて見た．麻疹患者1，036人中316

人がγ一グロブリンの注射を受けていた．1ヵ月

以上前に‘γ一グロブリンの注射を受けたというも

のはなく，すべて感染後に注射を受けていて，す

べて発病していた．量も完全な予防量まで使用し

ているものは少なかった．もっとも今回の調査は

発病者の調査であるから，発病しなかった数はわ

からないが，大部分は症状を軽減させるために治

療の意味で用いられ，Dr一グロブリンの麻疹発病に

関する影響はあまりないように考えられる。

 発病日の気圧配置：各疾患の発病目について統

計した結果では，各月の発十日の気圧配置は引数

が少ないので確かなことは言えないが，それぞれ

の月の気圧配置の出現頻度を反映したもののよう

に思われ，特別にあるタイプで発症がおこりやす

いというようなことは言えないようである．ただ

し傾向として見ると，高気圧性循環の場合が全体

の64％を占めていることがやや注目され，特に前

線と結びついているような傾向は認められないの

である．

         考  按

 私共が今まで発病日の気象観察をして来た疾患

は，古くから気象病として取り上げられているも

ので，感染によるものもあったが，アレルギー性．

反応による疾患が多かったのである．今回取り上

げた発疹性の4疾患は急性伝染病に属し，その発

病？tこはVirus，溶連菌が病原体となり，個体と

の関連因子が多く，感染，潜伏期，前駆期などあ

一一 694 一一



57

り，どの時点を取るのが最も適しているかわから

ず，種々検討したがはっきりした結果は出なかっ

た．感染日か，発熱した日，発疹日かということ

にも問題がある．水痘，狸紅熱では，発熱と発疹

が同日であることが多いので問題はないが，突発

性発疹症では発疹日を取った．しかし発熱日が発

病日というのが適当かも知れない．麻疹について

は発熱日とすると発疹までに永びくものもあり，

他疾患と続いて罹患していてどこからが麻疹かわ

からないものもあり，Koplik氏班はその時来院

していないものもあったので，この度は発疹日を

しらべている．この点はなお考慮の余地があるよ

うである．

 4疾患共性別による差はなかったが，狸紅熱に

おいて年少の場合は男に高率という報告もある．

 年令別には各疾患共一般好発年令に一致してい

た．突発性発疹症はもとより乳児期の疾患である

が，その他の3疾患も大部分の者は就学前に罹患

するようである．感染源と併せ観察すると，幼稚

園，保育園の感染が多くなり，学校のそれが少な

くなっているのは，社会状勢を反影していると思

われる．同胞，幼稚園，保育園と共に麻疹におい

ては各診療所の外来における感染が多いのは，麻

疹の伝染簾数の高いこと，発病初期が風邪様の症

状であること，感染の時期が早期であることなど

が関係すると思われるが，注意しなけれぽならな

い．感染期間の永い水痘に外来における感染が案

外少なかったのは，水痘の発疹が素人にもよく鑑

別されるからではなかろうか．年令別，感染源別

に児の発育による行動範囲の増加，社会集団生活

への参加の状態を窺い知ることができる．

 日本各地をとりあげ，各地門別に南から北に，

あるいは逆に多少のずれをもってこれら4疾患の

流行がある．か，発病日の気象条件探究の手掛りに

もなるかと考えて，月別，下節別の発病状況を見

たのであるが，麻疹を除く3疾患については先に

述べたような傾向は見られたが，判然とした変動

は認められないようであった．

 麻疹の季節変動については，古くから発表され

ているが，古いものは死亡をもとにしているもの

が多い．昭和22年秋より麻疹患者を届出るように

なって臨床医の診察数をもとにしている罹病統計

もあり，私共の場合も同様で，日本の6地方10地

区の第一一kk小児科医によ．る資料である．また麻疹

は隔年流行といわれたが，昭和30年からは判然と

した隔年の山を示さず，1年の間の流行期も巾が

広くなっている．そこで明治時代，大正時代，昭

和2～11年，昭和20～24年，昭和26～28年などの

統計を比較して見ると，一般に3～6月に患者数

が多く，その峰は大正年代は6月差昭和になって

つては5月となり，明治年代は不明である．患者

数の少ないのは9月，10月で，最も少ない谷は10

月であって，明治，大正，昭和を通じて共通であ

る13）14）15）．私共の場合も9月，10月が最低であっ

た．

 私共の麻疹発病数の月別変動を，厚生省の罹患

率による同時期の全国のものと比較して見るとよ

く一致した線を示している．更に私共の資料によ

る北海道と東京の月別変動と厚生省の同地方の同

期間（昭和38年10月～39年9月）および1年前

（昭和37年10月～38年9月）のものと比較しても，

誠によく一致した線を認めたのである．当然とは

いえ，私共の少数も全体的によくその趨勢をあら

23．io一一249（厚生省〕

罹患率（人切’0万対）

昭3a／0～3e．9（厚生省）

罹患率（人口’0万対）

紹3厘〃～3卿（春着）

 罹患数

’0〃12’234567θ9月
 第2図 全国月別麻疹発生数
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 第3図 東京月別麻疹発生数
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（厚生省）
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to〃12 1 2 3 4 56 789月

第4図 北海道月別麻疹発生数

わすものとして興味深く感じた．

 麻疹の場合に，本邦南から北へのずれを気象の

側から考えて見ると，全体的セこは2月下旬から3

月上旬に極大が認められ，5月にもこれらに次い

で1つの山があらわれている．これを地域別に見

ると，2～3月の山は近畿地方における顕著な発

病を反映したものであり，この極大は程度を弱め

ながら東京，郡山に遅れてあらわれているように

見える．6月の極大は旭川方面の極大によるもの

で，東京の5～6月の変動は丁度1ヵ月遅れて旭

川に6～7月にあらわれている．日付けを30日ず

らせると東京「と旭川ではかなり相似した変化を示

している．気候的の変化の平均では，東京，旭川

の間におよそ40日の差があるのであるが，今回は

先に述べたように発疹発現日を取ったので，ある

いは発熱のはじめの目が適当なのかも知れない．

この状況からは気温の関係が最も考え易いが，更

に詳しく検討の要がある．なおこの相似から見る

と，東京から順々に旭川まで流行が伝ったもので

はなく，各地独自に流行があるものと考えられ

る．

 豊岡市においては麻疹は1～2月に急に多発

し，3，4，5月と次第に減少して6月は2人の患者

を見たのみで，その後は1人もない．Pf一グPプリ

ンは全然使用していない．先人の報告16）によれ

ぽ，麻疹は6月に山があるが，日本海側の地方で

はその他に12月にも山のある2峰型を示すのは気

象的の関係も考えられるといわれるが，私共の調

査で日本海側は豊岡市のみで，この1年の資料で

は冬に峰のある1峰型で春に次第に減少してい

た．豊岡市の診療所は園地の近くである．そして

却って他の地方が2峰型を示し，旭川は12月に小

峰，6月に大きな峰をあらわしている．このこと

については日本海側の例をふやして検討して見な

いとわからないようである．

 突発性発疹症の発病日については，先に保坂氏

が空間N法によって前線通過と関連あることを報

告しておられる17）．私共の資料でもこれを調べた

が，前線に関係のありそうな日は殆どなく，証明

出来なかった．

 狸紅熱，水痘はばらつきが多く，気象との関連

を見出し得なかった．

         結  語

 私共は，今回は急性伝染病に属する麻疹，狸紅

熱，水痘，突発性発疹性疾患について，発病と気

象の関連を調べた．’

 1）調査期間は，昭和38年10月から昭和39年9

月までの1年間である．

 2）調査地は，日本各地の8診療所，2病院

で，北海道旭川市，福島県郡山市s栃木県宇都宮

市，東京は銀座，中野，小平市の3地区，京都

市，大阪市，兵庫県豊岡市，』九州鹿児島市の18都
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道府県である．

 3）男867人，女863人，計1，730人である．

 4）麻疹1036人，狸紅熱71人，水痘309人，突

発性発疹症314人で，男女の差は認められない．

 5） 地域別的に発病数の差はみとめられなかっ

た．

 6）年令は，2ヵ月から13年で，各疾患それぞ

れの好発年令に多発している．

 7）感染源については，年令別に見ると同胞，

親類，近所，保育園，幼稚園，学校等，児の発育

に伴い行動範囲が広くなり，感染に曝露される場

所が広くなるのがよくわかる．麻疹では各診療所

外来における感染もかなり見られた．

 8）肝疾患発病の月別変動は，麻疹を除く3疾

患では傾向が見られた程度で，狸紅熱12月，水痘

11月，12月，突発性発疹症10月，11月に多かっ

た．麻疹は5～6月目，2～3月多い．

 9）麻疹の月別変動は，全国的の統計とよく似

たカーブを示し，北海道，東京の2地方の月別変

動も厚生省の同期間の罹患率とよく一致した変動

を刀Sしている．

 10）春夏秋冬の季節別に見ても，大略各疾患の

好発季節に多い．

 11）麻疹について見ると，近畿は冬，東京，東

北は春，北海道は夏に発病が多く，南から北へ向

かって多少ずれた季節変動を示していた．

 12）麻疹の予防として用いられたD・一グPtプリン

は，今回の調査では発病時期に大した影響を与え

てはいないようであった．

 13）各疾患の発病日の気圧配置を調べたが，そ

れぞれに特別な型は見出されなかった．また各疾

患共前線と特に結びついているという傾向も認め

られな：かった．

 急性伝染病では，病原体の種類，量，毒力と個

体側の状態，免疫，感染への曝露期間等，発病に

関する因子が多く，個体を取り巻く環境，特に気

象的の因子がどの時点に最も影響を及ぼし易いの

か，その気象因子はどのような種類のものか，問

題はいろいろからみあって複雑である．今回調査

した麻疹，水痘，狸紅熱，突発性発疹症の4疾患

については，発病日と気象との関連は見出し得な

かった．しかし南から北えと麻疹発病の山が移っ

て行くということは，やはり何か気象と関連があ

るように思われる．発病日のみでなく流行終息

日，あるいは流行しない時期の気象条件など逆の

方向から検討して見るのも一方法かと考えられ
る．

 日本各地の第一線で直接に病気の早い時期の患

者に接している仲間の，同じ研究目的で実際の患

者を注意深く診察して得られた発病資料が，麻疹

においては厚生省の全国統計，地方別の統計の月

別変動とよく一致したカーブをあらわしていたこ

とは，当然のことながら面白く感じたことであっ

た．

 終りに御校閲を賜わった磯田教授に深謝し，御多忙の

中を1年間御協力下さった諸姉に感謝の意を表します・

 （本論文の要旨は第68回日本小児科学会総会，第31回

東京女子医科大学学会総会において発表した．）
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